
古
紙
か
ら
つ
く
ら
れ
る
紙
製
品

古
紙
は
、
そ
の
種
類
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ

れ
違
う
製
品
に
生
ま
れ
変
わ
る
ん
だ
。
だ

か
ら
、
き
ち
ん
と
分
別
さ
れ
て
い
な
い
と
、

再
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し

ま
う
ん
だ
。

紙パック 
（牛乳パックなど） 

新 聞 紙 
（チラシを含む） 

雑誌・書籍 
紙箱・紙袋 
封筒 

段ボール 

紙
の
街
　
富
士
市

紙
に
は
、
み
ん
な
が
よ
く
使
う
ノ
ー
ト

や
コ
ピ
ー
用
紙
、
段
ボ
ー
ル
、
毎
日
使
う

テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
や
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ

ー
パ
ー
な
ど
、
い
ろ
ん
な
種
類
が
あ
る
よ

ね
。富

士
市
で
一
番
多
く
生
産
さ
れ
て
い
る

の
は
、
段
ボ
ー
ル
原
紙
や
印
刷
・
情
報
用

紙
。
ま
た
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
や
白

板
紙
の
生
産
量
は
、
全
国
の
生
産
量
の
三

〜
四
割
を
占
め
て
い
る
ん
だ
。

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
で
言
う
と
、
日

本
じ
ゅ
う
の
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
の
三

個
に
一
個
は
富
士
市
で
つ
く
ら
れ
た
も
の

な
ん
だ
。
す
ご
い
ね
！

製
紙
業
を
支
え
る
産
業

製
紙
会
社
は
、
文
字
ど
お
り
「
紙
を
つ

く
る
会
社
」。
市
内
に
は
、
平
成
十
五
年
四

月
現
在
で
、
製
紙
会
社
が
七
十
二
社
（
八

十
四
工
場
）
も
あ
る
ん
だ
。

で
も
、
紙
製
品
が
み
ん
な
の
家
庭
に
届

く
ま
で
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
職
業
の
人
た

ち
が
か
か
わ
っ
て
い
る
ん
だ
よ
。

だ
か
ら
、
紙
の
街
・
富
士
市
に
は
、
製

紙
の
関
連
企
業
も
い
っ
ぱ
い
あ
る
ん
だ
。

こ
う
い
う
意
味
で
も
、
富
士
市
は
紙
の

街
っ
て
言
え
る
ね
。

段
ボ
ー
ル

原
紙

印
刷
・
情
報

用
紙

白
　
板
　
紙

ト
イ
レ
ッ
ト

ペ
ー
パ
ー

（万トン）
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120
《 

富
士
市
の
紙
生
産
量（
棒
グ
ラ
フ
）》

《 

全
国
比
率（
折
れ
線
グ
ラ
フ
）》
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※
ほ
か
に
も
、
紙
販
売
業
、
古
紙
回

収
業
、
紙
加
工
業
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
企
業
が
あ
る
よ
。

一
〇
〇
％
パ
ル
プ
紙
と
再
生
紙

紙
に
は
、
一
〇
〇
％
パ
ル
プ
紙
と
再
生

紙
が
あ
る
よ
ね
。

一
〇
〇
％
パ
ル
プ
紙
は
、
木
材
か
ら
取

り
出
し
た
天
然
パ
ル
プ
だ
け
で
つ
く
る
紙
。

再
生
紙
は
、
古
紙
パ
ル
プ
を
原
料
に
し
て

つ
く
る
、
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
た
紙
な
ん
だ
。

製
紙
技
術
の
進
ん
だ
現
在
で
は
、
ほ
ど

ん
ど
の
紙
製
品
に
再
生
紙
が
使
わ
れ
て
い

る
ん
だ
よ
。
再
生
紙
の
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー

パ
ー
や
テ
ィ
ッ
シ
ュ

ペ
ー
パ
ー
も
、
そ
の

品
質
は
一
〇
〇
％
パ

ル
プ
紙
と
ほ
と
ん
ど

変
わ
ら
な
い
ん
だ
。

市
内
外
か
ら
集
め
ら
れ
た
古
紙
を

再
生
紙
に

富
士
市
は
、
紙
を
大
量
に
消
費
す
る
首

都
圏
に
近
い
た
め
、
首
都
圏
か
ら
の
古
紙

を
た
く
さ
ん
受
け
入
れ
て
い
る
ん
だ
よ
。

こ
れ
ら
を
原
料
に
し
て
、
板
紙
や
ト
イ

レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
な
ど
の
再
生
紙
製
品
を

生
産
し
、
全
国
に
届
け
て
い
る
ん
だ
。

富
士
市
で
生
ま
れ

た
再
生
紙
が
、
全
国

の
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ

で
活
躍
し
て
い
る
ん

だ
ね
！

富
士
市
で
は
、
古
紙
を
大
き
く
分
け
て

四
種
類
に
分
別
し
て
回
収
し
て
い
る
よ
。

一
枚
で
も
多
く
の
紙
が
再
生
紙
と
し
て
生

ま
れ
変
わ
れ
る
よ
う
に
、
分
別
は
し
っ
か

り
し
よ
う
ね
。

薬品関連業 倉庫・運送業

製紙関連機
械 業

202社

133社

58社

※数字は「平成14年版
静岡の紙・パルプ」
に掲載されている市
内の会社数

段ボール、封筒など

コピー用紙・新聞紙
など

菓子箱・絵本など

トイレットペーパー・
ティッシュなど

初
め
ま
し
て
！
僕
は
富
士
市
で
生

ま
れ
た
再
生
紙
だ
よ
。

み
ん
な
は
、
富
士
市
が
紙
の
街
っ

て
こ
と
は
知
っ
て
る
よ
ね
。
で
も
、

再
生
紙
の
生
産
が
盛
ん
な
こ
と
は
知

っ
て
た
か
な
？

富
士
市
で
は
、
不
要
に
な
っ
た
古

紙
に
命
を
吹
き
込
ん
で
、
再
び
新
し

い
紙
と
し
て
よ
み
が
え
ら
せ
る
再
生

紙
産
業
が
盛
ん
な
ん
だ
。
み
ん
な
の

家
で
不
要
に
な
っ
た
新
聞
紙
や
牛
乳

パ
ッ
ク
な
ど
は
、
こ
こ
富
士
市
で
生

き
返
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
み
ん
な

の
生
活
の
中
に
戻
っ
て
い
る
ん
だ
。

紙
の
街
・
富
士
市
は
、
リ
サ
イ
ク

ル
の
街
。
今
回
は
、
僕
と
一
緒
に
、

富
士
市
の
再
生
紙
に
つ
い
て
ち
ょ
っ

と
勉
強
し
て
み
よ
う
！

富士のふもとの富士のふもとの富士のふもとの富士のふもとの富士のふもとの富士のふもとの富士のふもとの富士のふもとの富士のふもとの富士のふもとの富士のふもとの富士のふもとの富士のふもとの富士のふもとの富士のふもとの富士のふもとの富士のふもとの

富士市で

（ 2 ）（ 3 ）



古
紙
か
ら
つ
く
ら
れ
る
紙
製
品

古
紙
は
、
そ
の
種
類
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ

れ
違
う
製
品
に
生
ま
れ
変
わ
る
ん
だ
。
だ

か
ら
、
き
ち
ん
と
分
別
さ
れ
て
い
な
い
と
、

再
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し

ま
う
ん
だ
。

紙パック 
（牛乳パックなど） 

新 聞 紙 
（チラシを含む） 

雑誌・書籍 
紙箱・紙袋 
封筒 

段ボール 

紙
の
街
　
富
士
市

紙
に
は
、
み
ん
な
が
よ
く
使
う
ノ
ー
ト

や
コ
ピ
ー
用
紙
、
段
ボ
ー
ル
、
毎
日
使
う

テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
や
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ

ー
パ
ー
な
ど
、
い
ろ
ん
な
種
類
が
あ
る
よ

ね
。富

士
市
で
一
番
多
く
生
産
さ
れ
て
い
る

の
は
、
段
ボ
ー
ル
原
紙
や
印
刷
・
情
報
用

紙
。
ま
た
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
や
白

板
紙
の
生
産
量
は
、
全
国
の
生
産
量
の
三

〜
四
割
を
占
め
て
い
る
ん
だ
。

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
で
言
う
と
、
日

本
じ
ゅ
う
の
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
の
三

個
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一
個
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な
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ご
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！
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を
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は
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文
字
ど
お
り
「
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を
つ
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会
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内
に
は
、
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現
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で
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（
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で
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に
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で
に
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な
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の
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の
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・
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に
は
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連
企
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進
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だ
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在
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は
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に
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が
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て
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ん
だ
よ
。
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ー
や
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ペ
ー
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、
そ
の
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質
は
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％
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プ
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と
ほ
と
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ど

変
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ら
な
い
ん
だ
。

市
内
外
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ら
集
め
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た
古
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を

再
生
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に

富
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市
は
、
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を
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量
に
消
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す
る
首

都
圏
に
近
い
た
め
、
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都
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か
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の
古
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を
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受
け
入
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る
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だ
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を
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に
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、
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、
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分
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四
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に
分
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よ
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で
も
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の
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に
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は
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ね
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、

再
生
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の
生
産
が
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ん
な
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と
は
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た
か
な
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で
は
、
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要
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に
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を
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き
込
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で
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び
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い
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と
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よ
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業
が
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な
ん
だ
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新
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や
牛
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ど
は
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市
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な
形
で
み
ん
な

の
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の
中
に
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て
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る
ん
だ
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の
街
・
富
士
市
は
、
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の
街
。
今
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、
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に
、
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再 生
※古紙は種類ごとに分別 

新しい命が吹き込まれ、 紙は生まれ
変わります

再生紙 
トイレットペーパー 

く
す
の
木
学
園
（
知
的
障

害
者
授
産
施
設
）
で
は
、
製

紙
会
社
か
ら
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ

ー
パ
ー
の
原
紙
を
購
入
し
、

裁
断
か
ら
包
装
、
箱
詰
、
販

売
ま
で
を
行
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
度
は
七
十
三
万
ロ
ー
ル

を
出
荷
し
ま
し
た
。
こ
こ
で

つ
く
ら
れ
た
製
品
は
、
市
内

再
生
紙
は
古
紙
を
原
料
と
し
て
い
る
た
め
、
木
材

か
ら
紙
を
つ
く
る
場
合
に
比
べ
、
作
業
工
程
や
設
備

な
ど
が
少
な
く
て
済
み
ま
す
。
ま
た
、
消
費
エ
ネ
ル

ギ
ー
も
一
〇
〇
％
パ
ル
プ
紙
の
二
五
％
〜
三
〇
％
程

度
で
済
む
な
ど
、
と
て
も
環
境
に
優
し
い
も
の
で
す
。

現
在
、
古
紙
の
約
六
〇
％
が
再
利
用
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
焼
却
処
分
さ
れ
る
紙
も
ま
だ
多
く
あ
り
ま
す
。

ご
み
の
減
量
の
た
め
に
も
、
紙
の
リ
サ
イ
ク
ル
は
よ

り
一
層
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
ね
。

再
生
紙
の
積
極
的
な
利
用
は

富
士
市
の
活
性
化
に
も

家
庭
紙
工
業
組
合
で
は
、
組
合
の
統
一
ブ
ラ
ン
ド

と
し
て
、「
ふ
じ
の
か
み
」
と
い
う
再
生
紙
一
〇
〇
％

の
家
庭
紙
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。
現
在
は
注
文
販
売

を
行
っ
て
い
ま
す
が
（
八
ペ
ー
ジ
参
照
）、
近
い
将
来
、

ス
ー
パ
ー
な
ど
で
皆
さ
ん
が
気
軽
に
購
入
で
き
る
よ

う
に
な
る
よ
う
、
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

再
生
紙
の
積
極
的
な
利
用
は
、
富
士
市
の
産
業
の

活
性
化
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
地
元
で
生
産

さ
れ
た
商
品
を
皆
さ
ん
に
愛
用
し
て
い
た
だ
き
、
再

生
紙
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。

静岡県家庭紙工業組合
副理事長

井出 清章
きよあき

さん （右）
村中 正明 さん （左）

くすの木学園支援員
山本 行信 さん

よ
い
製
品
づ
く
り
を
心
が
け
て
い
ま
す

エ
ネ
ル
ギ
ー
も
コ
ス
ト
も
少
な
く
て

す
む
、
環
境
に
優
し
い
再
生
紙

くすの木学園でのトイレットペーパ
ーの加工作業

古紙回収では、家庭にある新聞紙や段ボールなど
が集められます
（富士南中学校PTAによる古紙回収）

《
参
加
し
た
中
学
生
の
声
》
　
　

こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
の
古

紙
が
集
ま
る
と
は
思
わ
な
か

っ
た
で
す
。
作
業
は
大
変
だ

っ
た
け
ど
、
こ
う
し
て
集
め

た
紙
が
、
再
生
紙
と
し
て
ま

た
生
き
返
る
の
は
う
れ
し
い

で
す
。
紙
を
ご
み
と
し
て
簡

単
に
捨
て
て
し
ま
わ
な
い
よ

う
に
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

富士南中学校PTA
環境整備部長

山田 美恵子 さん（森島）

Ｐ
Ｔ
Ａ
で
の
古
紙
回
収
は
、
長
年
続
け

て
い
る
活
動
の
一
つ
で
す
。
富
士
南
地
区

は
人
口
が
多
い
の
で
、
集
ま
る
古
紙
の
量

も
と
て
も
多
い
で
す
ね
。
作
業
は
重
労
働

で
す
が
、
毎
回
、
中
学
生
も
含
め
、
大
勢

の
人
が
手
分
け
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

古
紙
回
収
は
、
学
校
や
地
域
ぐ
る
み
で

の
作
業
で
す
の
で
、
こ
の
活
動
を
通
し
て
、

地
域
の
子
ど
も
た
ち
と
大
人
と
の
か
か
わ

り
が
生
ま
れ
た
り
、
物
を
大
切
に
す
る
気

持
ち
を
持
ち
、
リ
サ
イ
ク
ル
へ
の
意
識
を

高
め
て
い
け
た
り
す
る
と
い
い
で
す
ね
。

大
勢
で
協
力
し
合
い
、

回
収
作
業
を
し
て
い
ま
す

の
公
共
施
設
や
個
人
の
お
客

さ
ん
に
販
売
し
て
い
る
ほ
か
、

富
士
宮
市
な
ど
の
近
隣
市
町

村
を
は
じ
め
、
静
岡
市
や
伊

豆
長
岡
町
な
ど
へ
も
販
売
を

し
て
い
ま
す
。

よ
い
製
品
を
つ
く
ろ
う
と
、

み
ん
な
で
協
力
し
な
が
ら
作

業
を
し
て
い
ま
す
よ
。市内の公共施設ではお

なじみのトイレットペ
ーパー「くすの木」

古紙回収

地
ち

球
きゅう

釜
がま

（またはパルパー）
で古紙を煮る

スクリーンで
異物を取り除く

抄
しょう

紙
し

機で均一な厚
さに整え、原紙を
つくる

加工・包装

　
紙
の
再
生
は
一
回
き
り

じ
ゃ
な
い
ん
だ
。
再
利
用

の
度
に
繊
維
は
弱
く
な
る

け
れ
ど
、
お
よ
そ
五
回
く

ら
い
は
再
利
用
が
可
能
な

ん
だ
よ
。

　
毎
回
、
用
途
に
合
わ
せ

て
い
ろ
ん
な
紙
に
生
ま
れ

変
わ
る
ん
だ
。

（ 4 ）（ 5 ）
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再 生
※古紙は種類ごとに分別 

新しい命が吹き込まれ、 紙は生まれ
変わります

再生紙 
トイレットペーパー 
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学
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（
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的
障

害
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授
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設
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は
、
製

紙
会
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か
ら
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ

ー
パ
ー
の
原
紙
を
購
入
し
、

裁
断
か
ら
包
装
、
箱
詰
、
販

売
ま
で
を
行
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
度
は
七
十
三
万
ロ
ー
ル

を
出
荷
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ま
し
た
。
こ
こ
で
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ら
れ
た
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古
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と
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く
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エ
ネ
ル
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〇
〇
％
パ
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％
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三
〇
％
程

度
で
済
む
な
ど
、
と
て
も
環
境
に
優
し
い
も
の
で
す
。

現
在
、
古
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利
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れ
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。
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〇
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近
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ね
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静岡県家庭紙工業組合
副理事長

井出 清章
きよあき

さん （右）
村中 正明 さん （左）

くすの木学園支援員
山本 行信 さん
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《
参
加
し
た
中
学
生
の
声
》
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ま
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す
。
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返
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こ
れ
ま
で
も
、
セ
メ
ン
ト

材
料
な
ど
に
再
利
用
さ
れ
て

き
た
Ｐ
Ｓ
灰
。
最
近
で
は
、

さ
ら
に
別
の
も
の
に
再
利
用

で
き
な
い
か
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
研

究
が
進
ん
で
い
る
ん
だ
。

Ｐ
Ｓ
灰
を
、
埋
め
立
て
る
こ
と

な
く
一
〇
〇
％
再
利
用
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
こ
そ
、
本
当
の
「
リ

サ
イ
ク
ル
の
街
」
だ
ね
！

8万トン

3万トン

＜PS灰＞
  17万トン

　焼却せず再利用
（ホーミング剤など）

　灰を再利用
（セメント原料
　道路用路床材など）

埋め
立て

14万トン
＜PS＞
109万トン

焼 却

までもリサイクル！ ～ゼロ・エミッション
を目指して～

再
利
用
は
す
る
の
だ
け
れ
ど
…

ペ
ー
パ
ー
ス
ラ
ッ
ジ
（
以
下
Ｐ
Ｓ
）

と
は
、
古
紙
に
含
ま
れ
る
細
か
い
繊
維

や
粘
土
分
が
廃
棄
物
と
し
て
出
さ
れ
た

物
。
こ
れ
を
焼
却
処
理
し
て
残
っ
た
物

を
Ｐ
Ｓ
灰
っ
て
言
う
ん
だ
。

富
士
市
で
は
、
年
間
約
十
七
万
ト
ン

も
の
Ｐ
Ｓ
灰
が
発
生
し
て
い
る
ん
だ
。

約
八
割
は
再
利
用
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど
、

残
り
の
約
三
万
ト
ン
は
富
士
山
の
ふ
も

と
の
処
分
場
に
埋
め
ら
れ
て
い
る
ん
だ

よ
。
そ
の
処
分
場
も
、
今
は
も
う
い
っ

ぱ
い
に
な
っ
て
き
て
い
る
ん
だ
。

古
紙
と
一
緒
に
ご
み
ま
で
も
…

み
ん
な
は
、
ビ
ニ
ー
ル
や
ホ
ッ
チ
キ

ス
の
針
が
つ
い
た
ま
ま
の
紙
を
、
古
紙

回
収
に
出
し
ち
ゃ
っ
て
な
い
？
こ
う
い

う
ご
み
は
、
再
生
紙
を
つ
く
る
と
き
に

邪
魔
に
な
る
の
で
、
全
部
取
り
除
か
な

く
ち
ゃ
い
け
な
い
ん
だ
。
富
士
市
は
全

工 夫
再
生
紙
を
つ
く
る
と
き
に
ど
う
し
て
も
出

て
き
て
し
ま
う
も
の
…
そ
れ
は
、「
ペ
ー
パ

ー
ス
ラ
ッ
ジ
」
と
言
わ
れ
る
製
紙
か
す
や
、

古
紙
に
含
ま
れ
て
い
る
ご
み
。

昔
か
ら
製
紙
業
の
盛
ん
な
富
士
市
は
、
何

十
年
も
の
間
、
紙
を
つ
く
る
と
と
も
に
、
こ

の
ペ
ー
パ
ー
ス
ラ
ッ
ジ
や
ご
み
を
処
理
し
て

い
る
ん
だ
。

Ｐ
Ｓ
の
再
利
用
に
関
す
る
研
究
は
、
昭
和
四
十
年

代
か
ら
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
平
成
十
三
年
度
か
ら
は
、

Ｐ
Ｓ
灰
を
製
紙
原
料
と
し
て
紙
に
再
利
用
す
る
研
究

に
、
本
格
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
Ｐ
Ｓ
を
構
成

す
る
物
は
も
と
も
と
紙
の
中
に
含
ま
れ
て
い
た
も
の

で
す
か
ら
、
も
う
一
度
紙
に
戻
す
こ
と
は
で
き
な
い

か
と
い
う
発
想
か
ら
、
こ
の
研
究
が
始
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
研
究
で
は
、
試
験
的
な
製
造
を
行
い
ま
し
た

が
、
Ｐ
Ｓ
灰
を

て
ん

料
や
顔
料
と
し
て
使
用
し
て
も
問

題
な
く
紙
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
、
製
紙
機
械
に
も

影
響
を
与
え
な
い
と
い
う
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

今
後
は
こ
の
研
究
を
生
か
し
、
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
紙

な
ど
の
、
質
が
よ
く
利
用
価
値
の
高
い
紙
を
つ
く
る

研
究
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

技
術
を
生
か
し
、
よ
り
よ
い
富
士
市
の
環
境
を

Ｐ
Ｓ
の
問
題
だ
け
で
な
く
、
富
士
市
で
の
製
紙
業

に
よ
る
煙
突
の
煙
や
悪
臭
、
排
水
な
ど
は
、
昔
に
比

べ
て
よ
く
な
っ
て
き
て
い
る
と
は
い
え
、
ま
だ
ま
だ

改
善
で
き
る
と
こ
ろ
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。
当
セ
ン

タ
ー
で
開
発
さ
れ
た
技
術
が
生
か
さ
れ
、
富
士
市
の

環
境
が
よ
く
な
っ
て
い
く
と
い
い
で
す
ね
。

県富士工業技術センター
紙リサイクルプロジェク
トスタッフ

村松 重
しげ

緒
お

さん

富士製紙株式会社
常務取締役

土屋　寛
ひろし

さん

※ゼロ・エミッション
生産の過程で生じる排出物を、再利用により限りなくゼロ
に近づけること

国
か
ら
古
紙
を
集
め
て
い
る
か
ら
、
も

と
も
と
富
士
市
に
な
か
っ
た
は
ず
の
ご

み
が
、
古
紙
と
一
緒
に
集
ま
っ
て
し
ま

う
ん
だ
。

当
社
で
は
現
在
、
Ｐ
Ｓ
灰
の
中
に
含
ま
れ
る
、
紙

の
原
料
の
一
つ
で
あ
る
顔
料
を
、
も
う
一
度
原
料
と

し
て
使
用
す
る
試
み
を
、
県
富
士
工
業
技
術
セ
ン
タ

ー
の
協
力
を
得
て
、
実
用
化
を
目
指
し
て
行
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
顔
料
を
分
離
す
る
た
め
の
プ
ラ
ン

ト
を
つ
く
る
に
は
と
て
も
コ
ス
ト
が
か
か
り
ま
す
の

で
、
実
用
化
は
今
は
ま
だ
少
し
難
し
い
で
す
ね
。
い

か
に
効
率
よ
く
、
コ
ス
ト
も
抑
え
て
Ｐ
Ｓ
灰
の
再
利

用
が
で
き
る
か
が
、
現
在
の
大
き
な
課
題
で
す
。

Ｐ
Ｓ
灰
や
ご
み
を
積
極
的
に
活
用
し
て
い
き
た
い

こ
れ
ま
で
も
、
Ｐ
Ｓ
灰
は
セ
メ
ン
ト
原
料
や
ブ
ロ

ッ
ク
な
ど
に
再
利
用
し
て
き
ま
し
た
が
、
ま
だ
再
利

用
さ
れ
て
い
る
量
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

こ
れ
か
ら
さ
ら
に
研
究
を
重
ね
、
積
極
的
に
利
用
し

て
い
く
こ
と
で
、
Ｐ
Ｓ
灰
は
今
よ
り
も
も
っ
と
再
利

用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
古
紙
に
含
ま
れ
る
フ
ィ
ル
ム
や
ビ
ニ
ー
ル

な
ど
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
を
、
燃
料
と
し
て
再
利

用
す
る
こ
と
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
廃
棄
物
を

積
極
的
に
活
用
し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
「
ゼ
ロ
・
エ

ミ
ッ
シ
ョ
ン
」
を
進
め
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

Ｐ
Ｓ
灰
の
有
効
利
用
の
た
め

研
究
を
重
ね
て
い
ま
す

コ
ス
ト
を
考
慮
し
、
効
率
の
よ
い
利
用
方
法
を

ＰＳの処理状況（平成14年度）

Ｐ
Ｓ
灰
を
再
利
用
し
た
ブ
ロ
ッ
ク
で

つ
く
ら
れ
た
歩
道
。
市
立
富
士
体
育
館

西
側
の
み
ゆ
き
通
り
（
写
真
）
の
ほ
か
、

市
役
所
周
辺
の
歩
道
な
ど
に
も
使
わ
れ

て
い
ま
す
。

Ｐ
Ｓ
灰
を
乾
燥
さ
せ
て
菌
を
ま
ぜ
る

こ
と
で
、
肥
料
な
ど
と
し
て
も
再
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

県
富
士
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
で
試
作

さ
れ
た
、
Ｐ
Ｓ
灰
を
ま
ぜ
て
つ
く
っ
た

紙
。
印
刷
に
も
使
え
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
て
い
ま
す
。
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Ｓ
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Ｓ
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％
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までもリサイクル！ ～ゼロ・エミッション
を目指して～

再
利
用
は
す
る
の
だ
け
れ
ど
…

ペ
ー
パ
ー
ス
ラ
ッ
ジ
（
以
下
Ｐ
Ｓ
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。
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Ｐ
Ｓ
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Ｐ
Ｓ
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。
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収
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く
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取
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く
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、
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。
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。
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Ｓ
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Ｓ
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取
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Ｓ
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。
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Ｓ
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械
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Ｓ
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っ
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。
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Ｐ
Ｓ
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原
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く
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。
い

か
に
効
率
よ
く
、
コ
ス
ト
も
抑
え
て
Ｐ
Ｓ
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Ｐ
Ｓ
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さ
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Ｓ
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れ
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。
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れ
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を
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を
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た
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で
す
ね
。
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の
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利
用
の
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を
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て
い
ま
す
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ス
ト
を
考
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し
、
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率
の
よ
い
利
用
方
法
を

ＰＳの処理状況（平成14年度）

Ｐ
Ｓ
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を
再
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し
た
ブ
ロ
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ク
で

つ
く
ら
れ
た
歩
道
。
市
立
富
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育
館

西
側
の
み
ゆ
き
通
り
（
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真
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の
ほ
か
、
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所
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の
歩
道
な
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に
も
使
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ま
す
。
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Ｓ
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を
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を
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こ
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で
、
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な
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と
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も
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さ
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で
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Ｓ
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富士市からＰＲ！「再生紙を使おう」
富士市からＰＲ！「再生紙を使おう」富士市から富士市からＰＲ！ＰＲ！「再生紙を使おう」「再生紙を使おう」富士市からＰＲ！「再生紙を使おう」

◆
新
富
士
駅
や
公
共
施
設
な
ど
で
　

再
生
紙
の
利
用
促
進
を
ア
ピ
ー
ル

富
士
地
域
の
製
紙
会
社
、
古
紙
業
者
、
富

士
市
消
費
者
運
動
連
絡

会
、
商
工
団
体
や
行
政

な
ど
で
構
成
さ
れ
る

「
富
士
地
域
再
生
家
庭

紙
利
用
促
進
協
議
会
」

で
は
、
新
富
士
駅
や
ロ

ゼ
シ
ア
タ
ー
、
公
民
館

な
ど
の
ト
イ
レ
に
下
の

よ
う
な
ス
テ
ッ
カ
ー
を

張
り
、「
紙
の
街
・
富
士

市
」
と
「
再
生
紙
の
利

用
促
進
」
の
Ｐ
Ｒ
を
し

て
い
ま
す
。

◆
贈
り
物
な
ど
に「
ふ
じ
の
か
み
」
を

県
家
庭
紙
工
業
組
合
で
は
、
組
合
の
ブ
ラ

ン
ド
商
品
「
ふ
じ
の
か
み
」
の
注
文
販
売
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
申
込
書
は
、
富
士
商

工
会
議
所
や
市
工
業
振
興
課
な
ど
の
窓
口
に

あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
（
県
家
庭

紙
工
業
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
も
で
き
ま
す
）。

◎
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.sitia.or.jp

使

購入するトイレットペーパーの素材と、 
再生紙のトイレットペーパーを選ぶ理由 

（ 単位：％ ） 

環境に配慮 
して　34.0

その他　12.6

再生紙 
38.8　 

100％パルプ 
もの　8.8　 

特にこだわり 
はない　47.0　 

価格が安い 
43.5

環境に配慮 
して　34.0

その他　12.6

再生紙 
38.8　 

100％パルプ 
もの　8.8　 

その他　5.4　 

特にこだわり 
はない　47.0　 

品質が100％パルプもの 
と変わらない　9.9
品質が100％パルプもの 
と変わらない　9.9

う

再生紙をむだなく使い、
リサイクルの　輪を回そう

再生紙の製品がつくられても、使わなければ製品は余っ

てしまうばかり。どうせ紙を使うなら、再生紙製品を積極

的に使わなくっちゃ。（でも、むだ遣いはよくないよっ！）

特に、トイレットペーパーやティッシュペーパーは、一

度使ったら二度と再利用ができない物。こういう物こそ、

再生紙を使わなきゃね。

今
回
の
特
集
は
ど
う
だ
っ
た
？

知
ら
な
か
っ
た
こ
と
も
た
く
さ
ん

あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
ね
。

紙
の
リ
サ
イ
ク
ル
の
輪
を
回
す

の
は
皆
さ
ん
。
大
切
な
の
は
、
紙

を
捨
て
ず
に
古
紙
と
し
て
分
別
回

収
に
出
す
こ
と
と
、
再
生
紙
製
品

を
選
ん
で
む
だ
な
く
使
う
こ
と
。

そ
う
す
る
こ
と
で
、
富
士
市
の
産

業
も
ぐ
ん
と
元
気
に
な
る
よ
。

決
し
て
難
し
い
こ
と
じ
ゃ
な
い

よ
。
ま
ず
は
、
で
き
る
こ
と
か
ら

始
め
て
み
よ
う
！

富士市消費者運動連絡会
代表

片岡 英子 さん（中丸）

古
紙
回
収
と
同
じ
く
ら
い
、
再
生
紙
の
利

用
に
も
関
心
を
持
っ
て

平
成
十
三
年
に
行
っ
た
世
論
調
査
で
は
、
再
生

紙
の
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
を
購
入
す
る
人
は
約

三
九
％
。
ま
た
、
四
七
％
の
人
は
「
特
に
こ
だ
わ

り
は
な
い
」
っ
て
答
え
て
い
る
ん
だ
（
右
図
）。
も

し
、
こ
の
四
七
％
の
皆
さ
ん
が
意
識
し
て
再
生
紙

を
利
用
し
て
く
れ
た
ら
、
再
生
紙
の
利
用
率
は
ぐ

ん
と
よ
く
な
る
ね
！

再
生
紙
は
、
使
っ
て
こ
そ
リ
サ
イ
ク
ル
。
古
紙

回
収
や
、
牛
乳
パ
ッ
ク
の
回
収
を
積
極
的
に
行
っ

て
く
れ
る
皆
さ
ん
が
多
い
の
と
同
じ
よ
う
に
、
再

生
紙
製
品
を
積
極
的
に
使
っ
て
く
れ
る
人
が
多
く

な
る
と
う
れ
し
い
な
。

消
費
者
運
動
連
絡
会
で
は
、「
富
士

地
域
再
生
家
庭
紙
利
用
促
進
協
議
会
」

に
所
属
す
る
な
ど
、
市
内
外
で
再
生

紙
の
利
用
促
進
に
つ
い
て
Ｐ
Ｒ
活
動

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
紙
の
リ
サ
イ
ク
ル
」
と
い
う
と
、

新
聞
紙
や
牛
乳
パ
ッ
ク
を
集
め
る
こ

と
だ
け
で
終
わ
り
だ
と
思
わ
れ
が
ち

で
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
リ
サ
イ
ク

ル
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
再
生
紙
製
品

が
使
わ
れ
る
こ
と
で
、
初
め
て
紙
の

リ
サ
イ
ク
ル
の
輪
が
つ
な
が
り
ま
す
。

せ
っ
か
く
、
こ
の
富
士
市
の
空
気
や

水
を
使
っ
て
つ
く
ら
れ
る
再
生
紙
で

す
か
ら
、
富
士
市
民
に
限
ら
ず
、
全

国
の
皆
さ
ん
に
も
、
ぜ
ひ
再
生
紙
を

積
極
的
に
使
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

し
か
し
残
念
な
こ
と
に
、
お
店
の

売
り
場
で
は
、
ど
れ
が
再
生
紙
製
品

で
あ
る
か
が
わ
か
り
に
く
く
、
な
か

な
か
消
費
者
の
目
に
と
ま
り
ま
せ
ん
。

多
く
の
人
が
再
生
紙
を
使
う
こ
と
で
、

再
生
紙
製
品
の
品
質
が
さ
ら
に
よ
く

な
っ
た
り
、
価
格
が
下
が
っ
た
り
し

て
、
買
い
や
す
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

再
生
紙
を
つ
く
っ
て
い
る
富
士
市
だ

か
ら
こ
そ
、
お
店
で
は
、
一
目
で
再

生
紙
製
品
が
わ
か
り
、
買
い
や
す
く

な
る
よ
う
な
工
夫
が
あ
る
と
う
れ
し

い
で
す
ね
。

平成15年度紙モニター

吉川 光義 さん（宮島）

紙
製
品
を
購
入
す
る
と
き
に
は
、

意
識
し
て
再
生
紙
製
品
を
選
ん
で
い

ま
す
。
再
生
紙
を
使
う
こ
と
は
、
森

林
資
源
の
保
護
だ
け
で
な
く
、
ご
み

の
減
量
に
も
つ
な
が
り
ま
す
か
ら
ね
。

家
庭
で
は
、
紙
を
ご
み
と
し
て
出

さ
な
い
よ
う
、
種
類
ご
と
に
分
別
し

て
集
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
き
れ
い

な
包
装
紙
を
再
利
用
し
た
り
、
包
装

紙
や
チ
ラ
シ
な
ど
で
封
筒
を
つ
く
っ

て
使
っ
た
り
な
ど
、
家
の
中
で
も
工

夫
し
て
紙
の
再
利
用
を
し
て
い
ま
す
。

今
、
家
庭
か
ら
出
る
ご
み
の
中
に

は
、
紙
が
非
常
に
多
い
で
す
ね
。
新

聞
紙
や
雑
誌
な
ど
は
古
紙
回
収
と
し

て
出
さ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
以
外
の
紙

く
ず
な
ど
は
、
ご
み
と
し
て
出
さ
れ

て
し
ま
い
ま
す
。

富
士
市
は
、
全
国
的
に
も
す
ば
ら

し
い
紙
の
街
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、

市
民
一
人
一
人
が
紙
を
大
切
に
し
、

紙
に
対
す
る
関
心
を
高
め
て
い
け
る

と
い
い
で
す
ね
。

吉川さんが包装紙やチラ
シを使ってつくった封筒

富士市でつくられた再生紙を積極的に使いたい

●
問
い
合
わ
せ
●

富
士
市
の
紙
産
業
に
つ
い
て
は

工
業
振
興
課
　
1
五
五
ー
二
七
七
九

「
ふ
じ
の
か
み
」
に
つ
い
て
は

県
家
庭
紙
工
業
組
合
　

1
三
五
ー
五
〇
六
一

紙をごみとして出さない工夫をしています

（ 8 ）（ 9 ）
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富士市からＰＲ！「再生紙を使おう」富士市から富士市からＰＲ！ＰＲ！「再生紙を使おう」「再生紙を使おう」富士市からＰＲ！「再生紙を使おう」

◆
新
富
士
駅
や
公
共
施
設
な
ど
で
　

再
生
紙
の
利
用
促
進
を
ア
ピ
ー
ル

富
士
地
域
の
製
紙
会
社
、
古
紙
業
者
、
富

士
市
消
費
者
運
動
連
絡

会
、
商
工
団
体
や
行
政

な
ど
で
構
成
さ
れ
る

「
富
士
地
域
再
生
家
庭

紙
利
用
促
進
協
議
会
」

で
は
、
新
富
士
駅
や
ロ

ゼ
シ
ア
タ
ー
、
公
民
館

な
ど
の
ト
イ
レ
に
下
の

よ
う
な
ス
テ
ッ
カ
ー
を

張
り
、「
紙
の
街
・
富
士

市
」
と
「
再
生
紙
の
利

用
促
進
」
の
Ｐ
Ｒ
を
し

て
い
ま
す
。

◆
贈
り
物
な
ど
に「
ふ
じ
の
か
み
」
を

県
家
庭
紙
工
業
組
合
で
は
、
組
合
の
ブ
ラ

ン
ド
商
品
「
ふ
じ
の
か
み
」
の
注
文
販
売
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
申
込
書
は
、
富
士
商

工
会
議
所
や
市
工
業
振
興
課
な
ど
の
窓
口
に

あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
（
県
家
庭

紙
工
業
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
も
で
き
ま
す
）。

◎
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.sitia.or.jp

使

購入するトイレットペーパーの素材と、 
再生紙のトイレットペーパーを選ぶ理由 

（ 単位：％ ） 

環境に配慮 
して　34.0

その他　12.6

再生紙 
38.8　 

100％パルプ 
もの　8.8　 

特にこだわり 
はない　47.0　 

価格が安い 
43.5

環境に配慮 
して　34.0

その他　12.6

再生紙 
38.8　 

100％パルプ 
もの　8.8　 

その他　5.4　 

特にこだわり 
はない　47.0　 

品質が100％パルプもの 
と変わらない　9.9
品質が100％パルプもの 
と変わらない　9.9

う

再生紙をむだなく使い、
リサイクルの　輪を回そう

再生紙の製品がつくられても、使わなければ製品は余っ

てしまうばかり。どうせ紙を使うなら、再生紙製品を積極

的に使わなくっちゃ。（でも、むだ遣いはよくないよっ！）

特に、トイレットペーパーやティッシュペーパーは、一

度使ったら二度と再利用ができない物。こういう物こそ、

再生紙を使わなきゃね。

今
回
の
特
集
は
ど
う
だ
っ
た
？

知
ら
な
か
っ
た
こ
と
も
た
く
さ
ん

あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
ね
。

紙
の
リ
サ
イ
ク
ル
の
輪
を
回
す

の
は
皆
さ
ん
。
大
切
な
の
は
、
紙

を
捨
て
ず
に
古
紙
と
し
て
分
別
回

収
に
出
す
こ
と
と
、
再
生
紙
製
品

を
選
ん
で
む
だ
な
く
使
う
こ
と
。

そ
う
す
る
こ
と
で
、
富
士
市
の
産

業
も
ぐ
ん
と
元
気
に
な
る
よ
。

決
し
て
難
し
い
こ
と
じ
ゃ
な
い

よ
。
ま
ず
は
、
で
き
る
こ
と
か
ら

始
め
て
み
よ
う
！

富士市消費者運動連絡会
代表

片岡 英子 さん（中丸）

古
紙
回
収
と
同
じ
く
ら
い
、
再
生
紙
の
利

用
に
も
関
心
を
持
っ
て

平
成
十
三
年
に
行
っ
た
世
論
調
査
で
は
、
再
生

紙
の
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
を
購
入
す
る
人
は
約

三
九
％
。
ま
た
、
四
七
％
の
人
は
「
特
に
こ
だ
わ

り
は
な
い
」
っ
て
答
え
て
い
る
ん
だ
（
右
図
）。
も

し
、
こ
の
四
七
％
の
皆
さ
ん
が
意
識
し
て
再
生
紙

を
利
用
し
て
く
れ
た
ら
、
再
生
紙
の
利
用
率
は
ぐ

ん
と
よ
く
な
る
ね
！

再
生
紙
は
、
使
っ
て
こ
そ
リ
サ
イ
ク
ル
。
古
紙

回
収
や
、
牛
乳
パ
ッ
ク
の
回
収
を
積
極
的
に
行
っ

て
く
れ
る
皆
さ
ん
が
多
い
の
と
同
じ
よ
う
に
、
再

生
紙
製
品
を
積
極
的
に
使
っ
て
く
れ
る
人
が
多
く

な
る
と
う
れ
し
い
な
。

消
費
者
運
動
連
絡
会
で
は
、「
富
士

地
域
再
生
家
庭
紙
利
用
促
進
協
議
会
」

に
所
属
す
る
な
ど
、
市
内
外
で
再
生

紙
の
利
用
促
進
に
つ
い
て
Ｐ
Ｒ
活
動

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
紙
の
リ
サ
イ
ク
ル
」
と
い
う
と
、

新
聞
紙
や
牛
乳
パ
ッ
ク
を
集
め
る
こ

と
だ
け
で
終
わ
り
だ
と
思
わ
れ
が
ち

で
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
リ
サ
イ
ク

ル
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
再
生
紙
製
品

が
使
わ
れ
る
こ
と
で
、
初
め
て
紙
の

リ
サ
イ
ク
ル
の
輪
が
つ
な
が
り
ま
す
。

せ
っ
か
く
、
こ
の
富
士
市
の
空
気
や

水
を
使
っ
て
つ
く
ら
れ
る
再
生
紙
で

す
か
ら
、
富
士
市
民
に
限
ら
ず
、
全

国
の
皆
さ
ん
に
も
、
ぜ
ひ
再
生
紙
を

積
極
的
に
使
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

し
か
し
残
念
な
こ
と
に
、
お
店
の

売
り
場
で
は
、
ど
れ
が
再
生
紙
製
品

で
あ
る
か
が
わ
か
り
に
く
く
、
な
か

な
か
消
費
者
の
目
に
と
ま
り
ま
せ
ん
。

多
く
の
人
が
再
生
紙
を
使
う
こ
と
で
、

再
生
紙
製
品
の
品
質
が
さ
ら
に
よ
く

な
っ
た
り
、
価
格
が
下
が
っ
た
り
し

て
、
買
い
や
す
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

再
生
紙
を
つ
く
っ
て
い
る
富
士
市
だ

か
ら
こ
そ
、
お
店
で
は
、
一
目
で
再

生
紙
製
品
が
わ
か
り
、
買
い
や
す
く

な
る
よ
う
な
工
夫
が
あ
る
と
う
れ
し

い
で
す
ね
。

平成15年度紙モニター

吉川 光義 さん（宮島）

紙
製
品
を
購
入
す
る
と
き
に
は
、

意
識
し
て
再
生
紙
製
品
を
選
ん
で
い

ま
す
。
再
生
紙
を
使
う
こ
と
は
、
森

林
資
源
の
保
護
だ
け
で
な
く
、
ご
み

の
減
量
に
も
つ
な
が
り
ま
す
か
ら
ね
。

家
庭
で
は
、
紙
を
ご
み
と
し
て
出

さ
な
い
よ
う
、
種
類
ご
と
に
分
別
し

て
集
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
き
れ
い

な
包
装
紙
を
再
利
用
し
た
り
、
包
装

紙
や
チ
ラ
シ
な
ど
で
封
筒
を
つ
く
っ

て
使
っ
た
り
な
ど
、
家
の
中
で
も
工

夫
し
て
紙
の
再
利
用
を
し
て
い
ま
す
。

今
、
家
庭
か
ら
出
る
ご
み
の
中
に

は
、
紙
が
非
常
に
多
い
で
す
ね
。
新

聞
紙
や
雑
誌
な
ど
は
古
紙
回
収
と
し

て
出
さ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
以
外
の
紙

く
ず
な
ど
は
、
ご
み
と
し
て
出
さ
れ

て
し
ま
い
ま
す
。

富
士
市
は
、
全
国
的
に
も
す
ば
ら

し
い
紙
の
街
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、

市
民
一
人
一
人
が
紙
を
大
切
に
し
、

紙
に
対
す
る
関
心
を
高
め
て
い
け
る

と
い
い
で
す
ね
。

吉川さんが包装紙やチラ
シを使ってつくった封筒

富士市でつくられた再生紙を積極的に使いたい
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